
Model2001
Model2002

デジタルマルチメータ

Model 2001, Model2002Model 2001 Model2002は、ケースレーの	
です。,

・データロガーとしての�


��された����で��された��のデータをリアルタイムにExcelシートに #$みます。

)* 200,000+までのデータが./して#り$めます。

W32-2001MPX (10ch)では、;<スキャナカード をC
してDチャンネルのI�がJKです。

・LNOQへの�


SI�Tを#りUえながら、�々のデータをExcelシートに#$みます。

スタートすると、ﾌｧﾝｸｼｮﾝ･
��ﾚﾝｼﾞ･ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ!"を
$�した'、(�されたｻﾝ
ﾌﾟﾘﾝｸﾞ+--.で、(�さ
れたサンプル6のデータを
89みます。<=なら@A
+BもADすることもがきま
す。

Excelシートに89んだデータは、キーボードからRSしたデータとTじように、
ExcelのXYをZ[して、]^・`a・bfgをhiにjうことができます。
また、kmにデータが89まれるnpをExcelのグラフウィザードで$�しておけ
ば、データ89とグラフ{がリアルタイムにjえます。
※�アドインにh�グラフ]^XYはありませんので、Excelのグラフウィザードを
�[して]^してください。

W32-2001/2001MPX

��

��

���	

���からデータの89を��します。
「PAUSE」を�に�してから「START」を�す
とスポット��モードになります。

��ファンクションを$�します。
DC� �¡, AC� �¡, ¢£2¤
¢£4¤,¦" TC RTD FRDT ,( ),¦"( ),¦"( )

しますª«6から¬­ 。

��レンジをAUTO/MANUALで³´えます。
AUTOのﾁｪｯｸを¸すとレンジRS[テキスト
ボックスがºれますからレンジをキーボードか
らRSします。»¼な½をRSする<=はあ
りません。RSされた½に¾¿Àい１つÃの
レンジに$�されます。

トリガÅÆを$�します。
「FREE RUN」は、��ÇもFREE RUNÈÉを
ÊËします。
「パソコン」は、��+-Ïにパソコンが��
�にトリガをÐÑします。���はHOLDÈÉ
になります。
「¸Ó」は���リアーのトリガリンクÔÕに
TÖしてサンプリングをjないます。

��Çは「×Ø」、ポーズÇは「ÚØ」、ÛÜÇは
「ÝØ」となります。

��のトリガディレイ+-をRSします。
Þßは、àáまたは「0」をRSします。

データの89を¾+ÇÜします。もう¾"ｸﾘｯｸすると、

89をâ�します。

スキャナ��ですスキャンが¾åしてからÛÜします。

データの89をÛÜします。

��Ç、-æ+-が2çèÃの+、サンプリングまでの

éり+-をカウントダウンします。

��Ç、89のéりì6をíîします。

「PAUSE」Ç、ïðとなり、ｸﾘｯｸするÏにデータを8り9みま

す。 スポット��モードでは、データの89に�[します。

ExcelシートÃのカーソルをñò・Ãóにô�します。

ExcelシートÃのカーソルをô�しデータ89��õöを÷

�します。 「 START」ボタンをクリックするとカーソルõöか

らóÅøへデータを89みます。

データをRSするExcelのシートを³´えます。

「PAUSE」ボタンを�にクリックして、 の'「START」ボタンをクリックすると「スポット��モード」になります。 マルチメータの$�がjわれた'、「SPOT」ボタンの

クリックþちとなります。 「SPOT」ボタンをクリックするÏにデータがExcelシートに89まれます。 この+「SPOT」ボタンをクリックする�わりに「スペース」キーを�し

てもT�の��となります。 この「スポット��モード」では、「��+-」のáには1,2,3...と「	
¿�」がRSされます。

�えば、
���を8り´えながら、�々の
���の��をjう��に�Zです。 「スポット��モード」を��するためには、「STOP」ボタンをクリックします。

サンプリングレートを��します。

=NPLC 1NORMAL

= .FAST NPLC 0 01

E IUM 0M D =NPLC .1

=NPLC 10HIACCURACY

または、「 」から「 」までの��で��します。0.01 10

スポットI�モードのC
_`

フィルタ#$をONにし、その'(を��します。

�１) � ソフトでサポートされていない$���は、kmに��にて���を$�しておいてください。

�２) � ��のGP-IBコマンドをSCPIに$�してください。(����)

))+�,-/の23メモリのデータを7り9す#$はありません

��できる��

スキャナカードをFGして+�するJKに

チェックをUけます。

のJKだけの#$です。W32-2001MPX

+�,-/で��したGP-IBアドレスと^じ

�を��します。
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�プログラムはExcelÃのアドインと
して�]します。ExcelÃから�アドイ
ンを!�すると、ExcelシートÃに、この
ウインドウがºわれます。
ﾌｧﾝｸｼｮﾝ,��レンジ,+--.,89
ì6gを$�し「START」ボタンをｸﾘｯｸ
するとデータの8り9みを��します。

W32-2001 -MPX N

W32-2001 -RMPX

W32-2001-R

W32-2001-N

ケースレー
Nf GP-IBボード mn pqrs

80,000

Windows
7/8.1/10/11
(32bit , 64bit)
Excel2010/2013
Excel2016/2021
(32bit Only)�

NI"

NI"
220,000


SCANNER

スキャナ
��

スキャナ
���

ラトックシステムL

ラトックシステムL



データを89む+--.(ç)をRSします。
ここでRSした+-と$%の+--.では
&'の()が*+します。 ,もRSが/い
��やゼロがRSされた��は、2!でデ
ータを8り9みます。RSできる24+-
は、3600çです。

ータを89むì6を(�します。5し、「STデ

OP」ボタンでいつでもÇ7できます。また、,も
RSされていないときは、200,000ìと89され
ます。RSできる24ì6は、200,000ìです。

+�,をデフォールトの��'(にaし

ます。+�,のエラーdeなどで+�が

ijできないmなどにクリックすると、+�

,のエラーをnoすることができます。

qての+�'(をrs、またはtみvみ

ます。

w3+�,のデータを^mに7vみ

ます。(yz{|)

+�データを}�~�して、その��を

Excelシートに��します。

����が��されますから、}�A,Bと

その~���の��を��してください。

2:のデータ89+、����;gのヘッダをADし

ます。

データに@A+BをADします。

データのRSと=にシートをスクロールします。

����'の��+-をADします。

DC��の��

DC��の��

AC��の�� ��の��

���の����の��

AC��の��
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��½をセルにRSする+、¾?、セル

の@Aを「
C」に$�した'、データを

セルにRSします。

��½をExcelへRSする+のDõを$�し

ます。 「 $½」は、��ファンクションにより

「V」「A」または「Ω」のDõでRSします。

「F6Hf」をïðにした��は、この

$�は/Jされます。

Þßは、àáです。

��データが、ここでRSした+-またはj

6にKLすると、データRSõöが�のM

へô�します。

ダブルクリックで+-(O)とj6の³りPえを

jいます。

+�のファンクションで「��( )」TC

「��( )」「��( )」を��します。RTD FRTD

+�のファンクションで「��(２�)」

「��(４�)」を��します。

 ¡¢のタイプを��します。

TC J T K E R S B N: , , , , , , ,

, : , ,RTD FRTD PT385 PT3916 USER

��の��を��します。

C, ,F, ,K )CEL FAR

アベレージングXYをONにし、 のXZを

$�します。

��のファンクションで「ª«6」

を¬­します。

��のファンクションで「 �¡」AC

を¬­します。

��のファンクションで「 �¡」DC

を¬­します。

��のファンクションで「 � 」AC

を¬­します。

+�するレンジを��します。

ª«6��RSを¬­します。

スレッシレベルをRSします。

カップリングを¬­します。

カップリングを¬­します。

カップリングを¬­します。

íî[6を¬­します。

オフセットを にします。ONAC TYPE- を¬­します。

,RMS AVERAGE

AC TYPE- を¬­します。

, , ,RMS AVERAGE PEAK

- -LOW FREQ RMS

-POSITIVE PEAK

-NEGATIVE PEAK

フィルタXYを にON

します。

フィルタXYの_`に

つきましては、���

Aaのマニュアルを

��ください。

��モードを¬­します。

NORMAL, IN-CIRCUIT

Dõを¬­します。

, ,VOLTS dB dBm



INPUTSENSE

HI

LO

Scanner  Card

DUT

DUT

DUT

Model 2001 2002/
MultiMeter

Ch-1

Ch-3

Ch-4

Ch-5

Ch-6

Ch-7

Ch-8

Ch-2

４��I�の��

４��I�の��

は、この「 」SENSE

ラインを ¡¢�

します。

２��I�の��

は、この「 」INPUT

だけを��します。

２��I�の��

２��I�の��

４��I�

２��I�

スキャナカードを !した��$%

+�するチャンネルにだけにチェックをUけます。

+�チャンネルはª«している¬­はありません。

+�ファンクションを��します。®チャンネル¯に°なったファンク

ションの��が²$です。 た だし、ª«したチャンネルでqて^³

のファンクションに��すると´いスキャニング+�が²$になります。

そのJK、 ¡¶で の+�に­するm·は¸ ¹です。DC 10ch 1.1
1～5 では、４¼½��+�の��が²$ですが、４¼½��+�をch
��すると、その¢になるチャンネルのFGはできなくなります。 ¾ え

ば、 を４¼½��+�に��すると はFGできなくなります。ch-2 ch-7

「 リレーカードC
」にチェックを¨けると、ª«¬­が®¯されますから、スキャンI�の±²を³�します。「リレーカードC
」チェック
が¨いたµ¶からª«¬­を®¯するためには、·¸チェックを¹してからº»チェックを¨けます。
¼ チャンネルのI�ファンクションÀのサンプリングレイト やアベレージングÇのI�±²はÈÉにÊpで³�しておく(FAST,MID,SLOW)
ÎÏがあります。 Ñ ÒÓKは、 だけのÓKです。) W32-2001MPX

®チャンネルの+��に~�ÁÂをÃったÄ、 への��をÃうExcel
JKは「~�」にチェックをつけ、「}� 」「}� 」「��」にÈÉな�A B
を��します。

への��� +�� }� }�Excel = ( - B ) * A

スキャナカードの&'(
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スキャニング��.5の(
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67��9 マルチメータ? の@�$%( )

¸Ó���とはGP-IBでパソコンとd
されている<=があります。(ó^)

¸Ó���からÐられてくるデータのフォーマットは、ASCIIであり、f6のデータの��(Max10�)、データ-はコンマでh³られている<=が

あります。

�)iての���とのÞÑをÊjするものではありません。

もし、¸Ó���からデータをkけ8る+、クエリーコマンドをkmにÐÑする<=がある+、ここにÐÑする
クエリコマンドをRSします。ほとんどの��、àáでOKです。
もし、マルチメータがSCPIコマンドCpのものでしたら、óqのコマンドのどれかが�[されます。
:READ?       :FETCH?     :MEAS?

¸Ó���のデータkÑ+にトリガが<=な+、チェックをつけます。

¸Ó���のGP-IBアドレスを$�します。

�り9んだデータに、óqHfをjった'、ExcelへRSします。

ExcelへのRS½ = ( ���データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへRSするk�をここにRSします。

àáの��、「¸Ó���」がRSされます。

����mに、���にÐÑするコマンドがある��は、ここにRSします。 ファンクションやレンジ³´えのコマンド

をRSします。 Þßはàáです。

���のデリミタを$�します。Þßは、LF+EOIです。

「GET」,「"*TRG"」,「{|コマンド」からトリガのÅÆを¬­します。

Þßは、「GET」の¬­をします。

「{|コマンド」を¬­した��は、トリガコマンドをテキストボックスにRSします。

¸Ó���のデータにHf}~をjうときにチェックします。 f6のデータがkÑされた��は、 のiての

データに、óqにRSしたHfがjわれます。

パソコン

Model
2001
2002

GP-IB

¸Ó���

¸Ó���のデータを6½として�うか、��しとて�うかの

¬­をjないます。Þßは、「6½データ」に$�します。

¸Ó���からf6のデータがÐÑされる��、データの

h³り��を(�します。¾��には、「コンマ」が�[され

ます。


